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AI・人工知能 学習するコンピュータ 渡邊　俊彦 工学部／電気電子工学科　教授

現代人の生活はそれなしには成り立たないほど、コンピュータが多くの分
野で活用されています。しかし現在のコンピュータでは、高速計算などを
除いては、まだまだ人間と同等の能力を持っているとは言えません。人間
などの生物が持つ優れた能力に学習能力があります。この学習機能をコ
ンピュータ上に実現すれば、未知の環境においても経験を積むことで適
切な判断をコンピュータが行えるようになり、知能ロボットの実現などにつ
ながります。このセミナーではこの学習について取り上げます。

AI・人工知能
人工知能技術の基礎～人間のよう
に「考える」コンピュータ～

古崎　晃司 情報通信工学部／情報工学科　教授

最近話題となっている人工知能（AI）の技術には、大量のデータから法則
性を導き出す「データ駆動型AI」と、コンピュータ上に適切なカタチで格納
された知識を利用する「知識型AI」という２つのアプローチがあります。こ
の授業では，これらの人工知能技術の主な特徴を解説した後，知識型AI
の具体例として、シャーロックホームズのような推理を行うAIや、クイズに
答えるAIなどを紹介します。

AI・人工知能
人工知能（AI）と医療～ウエアラブ
ルな知能情報システムとビッグデー
タ～

松村　雅史 医療健康科学部／医療科学科　教授

心臓や脳のはたらきを診断する医用画像診断ではコンピュータによる画
像処理が行われています。最近ではAI（人工知能）を利用した画像診断
の研究も行われています。本講義では画像処理の基礎から立体視の仕
組み、心臓の動きや血流を観る超音波画像、脳のはたらきを診断するＭ
Ｒ画像、ICTを駆使した最新手術室（スマート手術室）、AIを利用した診断
についてビデオや立体視の体験を交えてわかりやすく説明します。医療
情報の最新技術、専門教育、知能情報技術者、仕事の楽しさも紹介しま
す。

AI・人工知能 AIを利活用した医療環境の設計 水野　裕志 医療健康科学部／医療科学科　准教授

医療現場においても情報通信技術ICTによって膨大な診断・診察データ
（ビッグデータ）の収集が容易になり、デジタル化された根拠データ（エビ
デンス）に基づいた医療EBMが浸透して発展している。EBMを実施するた
めには、ICTだけでなく診断・診察データなどの解析や人工知能AIのスキ
ルを持ったエンジニア（医療系データサイエンティスト）が必要である。本
講義では、AI技術を利活用した生体情報の解析や災害に強い病院シス
テムの設計など、今後、医療系データサイエンティストの必要将来性につ
いて紹介します。さらに、医療系工学エンジニアである臨床工学技士につ
いても紹介します。

AI・人工知能 身近な情報メディアとAIの活用 中原　匡哉 総合情報学部／情報学科　講師

情報化が進んだ皆さんの身の周りにはすでに様々な情報メディアが普及
していてそれらが当たり前になってきています。そして、それらの情報メ
ディアの中では皆さんが意識していないようなところでAI等の情報技術が
当たり前のように使われています。例えば、スマートフォンのカメラを使っ
た顔認識・加工アプリだったり、お掃除ロボットの掃除ルートの組み立て
だったり。本講義では、これら以外の最新の身の回りの情報メディアで使
われているAI等の情報技術とその仕組みに関する話題を取り上げます。


